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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を 

申
し
上
げ
ま
す
。 

埼
玉
労
山
会
員
の
皆
様
に
は
ご
家

族
皆
様
と
と
も
に
清
々
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
併
せ
ま
し
て
旧
年
中
の
ご

愛
顧
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
０
１
３
年
を
表
す
漢
字
に
私
は

「
感
謝
」
を
選
び
ま
し
た
。 

日
本
の
言
葉
に
素
晴
ら
し
い
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ど
う
も
あ

り
が
と
う
」
で
す
。
心
が
「
和
む
」

か
ら
だ
思
い
ま
す
。 

今
の
世
の
中
で
権
利
を
主
張
す
る

こ
と
は
有
っ
て
も
義
務
が
伴
わ
ず
に

い
る
事
が
多
い
の
は
事
実
で
す
。 

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
有
難

う
と
素
直
に
な
れ
る
自
分
で
あ
り
た

い
と
願
い
ま
す
。 

 

健
康
で
明
る
く
、 

元
気
あ
る
一
年
に
！ 

 

中
高
年
登
山
者
の
増
加
に
伴
い
、

山
行
中
の
心
筋
梗
塞
な
ど
病
気
に
よ

る
突
然
死
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。 

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
安
全
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
好
き
な
山
に
登
り
続
け

る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
医
師
に
よ
る

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
自
身

の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
最
善
で

す
。
会
山
行
で
パ
ー
テ
ィ
を
組
む
場

合
に
は
、
持
病
を
計
画
書
に
盛
り
込

む
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
と
察
し
ま

す
。 今

年
度
も
救
助
隊
に
よ
る
訓
練

（
机
上
・
実
技
）
を
通
じ
て
山
の
ピ

ン
チ
か
ら
抜
け
出
る
た
め
に
、
セ
ル

フ
レ
ス
キ
ュ
ー
と
チ
ー
ム
レ
ス
キ
ュ 

 ー
を
学
び
、
登
山
学
校
を
通
じ
て
自

分
の
安
全
登
山
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

山
の
無
事
故
・
無
災
害
を
め
ざ
し
ま

す
。 

  

安
全
登
山
を
め
ざ
す
為
の 

計
画
か
ら
下
山
ま
で 

計
画
段
階
か
ら
山
仲
間
と
し
て
、

普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
人
間
関
係
の
形
成
）
で
相
談
や
十

分
な
話
し
合
い
を
行
い
、
綿
密
な
調

査
・
準
備
を
し
て
計
画
書
の
立
案
を

す
る
。
計
画
書
の
無
届
け
山
行
の
撲 

滅
や
下
山
報
告
を
き
ち
ん
と
す
る
習

慣
。
下
山
遅
れ
が
発
生
し
た
場
合
は

会
の
中
で
な
ぜ
？
下
山
遅
れ
が
発
生

し
た
の
か
検
討
会
を
設
置
し
て
頂
き
、 

                    
原
因
は
何
か
、
対
策
は
ど
う
す
る
か

な
ど
話
し
会
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

 

山
行
中
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い

場
所
に
出
た
ら
、
会
に
現
在
の
時
刻
、

通
過
地
点
な
ど
携
帯
メ
ー
ル
等
を
利

用
し
て
連
絡
し
て
置
く
の
も
手
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。G

P
S

機
能
が
あ
れ
ば

緯
度
、
経
度
な
ど
も
知
ら
せ
て
置
く

等
、
会
の
山
行
部
会
や
運
営
委
員
会

等
で
チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
も
必
要
か
と
存
じ
ま
す
。 

登
山
計
画
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

提
出
日
と
受
理
日
を
記
載
さ
れ
て
い

る
か
、
地
図
（
ル
ー
ト
図
）
が
添
付

さ
れ
て
い
る
か
等
の
チ
ェ
ッ
ク
が

「
新
特
別
基
金
交
付
申
請
」
時
に
重

要
で
す
。 

 

「
埼
玉
労
山
の
年
初
め
に
」 

 

① 

１
月
２
７
日(

日)

午
前
、
遭
難

防
止
・
安
全
教
育
担
当
者
会
議
で
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
検
討
、
労
山
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
、

会
で
経
験
し
た
事
故
事
例
に
つ
て
、

情
報
の
共
有
を
は
か
る
。 

② 

１
月
２
７
日
（
日
）
午
後
、
評

議
会
。
議
題
内
容
に
つ
い
て
事
前
に

貴
会
内
で
討
議
頂
き
意
見
を
持
っ
て
、

ご
出
席
下
さ
い
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
で
は
、
事
前
に
議
長
（
南
部
・

北
部
）
、
書
記
（
西
部
・
中
部
）
の

人
選
を
し
て
頂
き
、
担
当
し
て
頂
く

方
の
承
諾
を
お
願
い
し
ま
す
。 

③ 

「
４
６
期
総
会
を
め
ざ
し
て
」 

議
題 

ａ.

２
０
１
２
年
県
連
活
動

報
告
・
専
門
委
員
会
報
告b

.

２
０
１

３
年
活
動
方
針
（
案
）
・
専
門
委
員

会
活
動
方
針
（
案
）c

.

総
会
代
議
員

定
数
確
認 

d
.

全
国
連
盟
第
３
０
回

臨
時
の
議
題
・
第1

号
議
案
・
第
２

号
議
案
（
総
会
へ
の
要
望
（
個
人
会

員
制
度
な
ど
）e

.

そ
の
他
報
告
事
項 

④ 

皆
の
埼
玉
労
山
ホ
ー
ム
ペ
ー 

ジ
の
更
新･

･
･

ぜ
ひ
と
も
会
員
み
な

さ
ま
か
ら
積
極
的
な
参
加
型
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
実
現
を
。 

⑤ 

評
議
会
や
総
会
に
向
け
て
の 

準
備 

今
後
も
山
の
積
極
的
な
推
進

の
た
め
、
専
門
委
員
会
な
ど
諸
活
動

を
継
続
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
理
事

会
を
代
表
し
、
埼
玉
労
山
会
員
の
声

を
反
映
し
、
全
力
で
奮
闘
す
る
こ
と

を
誓
い
、
明
る
く
、
元
気
の
あ
る
一

年
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

      

                   

 

年頭挨拶     「新たな年を迎えて 」 

健健康康でで、、明明るるくく、、元元気気ああるる一一年年にに  
                   理理事事長長    武武笠笠真真次次  

 

新年号   目    次 

 

１Ｐ）年頭挨拶「新年を迎えて」 武笠理事長 

２Ｐ）安全登山講演会報告、雪山ネットお知らせ             

３Ｐ）登山学校 「天気の見方」講座 報告 

４Ｐ）登山学校 ｢総合学習登山」講座 報告 

５Ｐ）岩ネット、救助隊活動報告、活動予定 

６Ｐ）理事会報告、編集後記 
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埼玉県勤労者山岳連盟・安全登山講演会 

“山で遭難しない為の発想の転換” 

 山岳遭難の教訓と事故要因 

講演・・・ 日本山岳協会遭難対策常任委員  渡辺 輝夫氏 

 

 

         教授・医師 山地啓司先生 

                 

 

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
安
全
登
山
講
演
会
が
、
十
一
月
一
八
日
（
日
） 

午
後
二
時
か
ら
高
鼻
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
四
〇
名
の 

参
加
者
で
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

 
 

 

埼
玉
県
連
盟
で
は
、
多
発
す
る
山

岳
遭
難
事
故
を
防
ぐ
為
に
、
毎
年
１

回
安
全
登
山
講
演
会
を
開
催
し
て
、

県
連
盟
員
の
安
全
登
山
、
事
故
防
止

に
対
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。 

今
回
は
“
山
で
遭
難
し
な
い
為
の

発
想
の
転
換
”
「
山
岳
遭
難
の
教
訓

と
事
故
要
因
」
と
い
う
題
材
で
、
十

一
月
十
八
日
、
さ
い
た
ま
市
「
高
鼻

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
」
に
日
本

山
岳
協
会
遭
難
対
策
常
任
委
員
の
渡

辺
輝
男
氏
を
講
師
に
迎
え
安
全
登
山

講
演
会
を
行
っ
た
。 

 

講
演
は
３
部
に
分
け
、
１
部
で
は

実
際
に
起
こ
っ
た
道
迷
い
か
ら
の
遭

難
事
例
を
あ
げ
て
山
岳
遭
難
の
事
故

要
因
を
具
体
的
に
解
説
し
て
く
れ
た
。 

２
部
で
は
、
事
故
例
か
ら
遭
難
者

が
あ
り
の
ま
ま
を
書
い
た
手
記
を
読

み
上
げ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
に
は
会

場
が
静
ま
り
か
え
り
、
講
師
の
話
に

聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。 

３
部
で
は
、
４
班
に
分
け
て
講
師

よ
り
班
ご
と
に
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ

各
班
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
て 

遭
難
事
故
要
因
を
分
析
し
て
各
班
よ

り
発
表
し
、
講
師
が
そ
れ
に
対
す
る 

 

解
説

を
事

細
か

く
説
明
し
て
く
れ
た
。 

参
加
者
の
感
想
で
は
、
①
事
故
事

例
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
か
っ
た
。

②
寒
冷
障
害
の
話
で
、
高
齢
者
の
会

員
が
多
い
の
で
山
へ
登
る
技
術
よ
り

応
急
対
応
手
当
の
方
が
大
事
だ
と
思

え
る
。
③
グ
ル
ー
プ
討
議
に
つ
い
て

は
、
参
加
者
の
意
見
交
換
が
で
き
て

非
常
に
良
い
企
画
だ
と
思
っ
た
。
た

だ
討
議
時
間
が
短
く
て
、
慌
た
だ
し

く
ま
と
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

⑤
そ
の
他
で
は
、
状
況
に
応
じ
て
リ

ス
ク
を
予
測
し
行
動
対
応
す
る
こ
と

が
大
事
。
⑥
実
際
の
状
況
で
行
動
に

移
せ
る
よ
う
役
立
て
た
い
。
⑦
今
後

の
山
行
に
生
か
し
て
い
き
た
い
等
…
。 

 
   

       

 

          

今
後
も
参
加
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
毎
年
安
全
登
山
講
演
会
等
の

こ
う
い
う
企
画
を
開
催
し
て
、
県
連

盟
員
の
安
全
登
山
と
事
故
防
止
に
対

す
る
啓
発
を
続
け
、
各
人
の
山
行
に

有
意
義
に
役
立
て
、
山
岳
遭
難
事
故

を
減
ら
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。 

遭
難
防
止
安
全
教
育
担
当 

 

尾
手
利
雪 

記 

 

          

  

（
参
加
者
） 

 

県
連
理
事 

１
２
名 

一
般
会
員 

 

２
８
名 

 

合
計 

４
０
名 

（
班
毎
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
） 

 

①
田
代
山
登
山
の
出
来
事 

 

②
朝
日
岳
登
山
の
出
来
事 

 

③
登
山
中
の
病
気
（
心
筋
梗
塞
に

つ
い
て
） 

 

④
一
般
登
山
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て 

＊
上
記
の
原
因
と
対
策
・
対
処
方
法 

         

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

                                       

第
六
回
講
座 

 

グル－プ討議の模様 

 

 

埼玉労山主催 

“雪山ネットワーク” 山行案内！ 

 

①黒姫山（雪山初級・テント泊） 

「1500ｍ付近のブナ林にテントを張り、頂上（2053ｍ）を往復します」 

月日  2013 年 3 月 30 日(土) ～ 3 月 31 日(日) 

＊計画・打合せ会：2013 年 3 月 18 日(月) 19 時 30 分より      

浦和パルコ 9F にて 

②上越・日泊山 又は 越後・八海山（雪山中級・雪洞泊） 

「雪洞づくり・体験が行動の中心となります。 

登頂は、時間・天気によります」 

月日 ： 2013 年 4 月 20 日(土) ～ 4 月 21 日(日) 

＊計画・打合せ会：2013 年 4 月 15 日(月) 19 時 30 分より  

浦和パルコ 9F にて 

【問合せ・申し込み先】  担当理事 徳重博文 (大宮労山) 救助隊長 

TEL 048－664－6154   携帯 090－8841－6482 

 

                     

ハイキング委員会 主催 

地図読み実技講習会 

  ①２５年２月１７日（日） 初級 

奥多摩・青梅丘陵  

②２５年３月 ３日（日）  中級 

   奥多摩・高水三山  

＊講師  「平塚 晶人氏」 

 ＊すでに定員につき、申し込みは締め

切りました。 
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     鍬柄山山頂下で 

「
天
気
の
見
方
」
を
受
講
し
て 

受
講
者 

寺
田
亨 

記 

十
一
月
三
日
（
土
）
机
上
講
座 

 

机
上
講
習
で
は
、
駒
崎
先
生
か
ら

天
気
の
基
礎
と
観
天
望
気
に
つ
い
て 

講
義
を
し
て
頂
い
た
が
、
「
空
気
が

な
い
と
天
気
は
起
き
な
い
。
」
と
言

わ
れ
て
も
、
ま
さ
に
雲
を
つ
か
む
様

な
世
界
で
今
い
ち
ピ
ン
と
来
な
い
。 

水
蒸
気
は
気
体
で
目
に
見
え
な
い

こ
と
、
ヤ
カ
ン
の
湯
気
が
水
蒸
気
で

な
い
こ
と
を
教
え
て
頂
き
、
今
更
な

が
ら
に
納
得
し
て
い
る
自
分
に
や
や

が
っ
か
り
。
（
小
学
生
で
も
知
っ
て

い
る
？
） 

し
か
し
、
空
気
に
含
ま
れ
る
水
蒸

気
と
空
気
の
流
れ
で
雲
が
発
生
し
、

天
候
が
変
わ
る
と
い
う
基
本
原
理
が

納
得
で
き
少
し
満
足
。 

天
気
図
に
つ
い
て
は
（
確
か
中
学

の
授
業
で
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
書

い
た
覚
え
が
あ
る
け
れ
ど
）
、
天
気 

         

記
号
を
書
く
練
習
問
題
は
と
て
も
役

に
立
っ
た
。
記
号
を
書
く
の
は
簡
単

で
は
あ
る
が
、
快
晴
、
晴
れ
、
曇
り

の
定
義
と
か
、
風
力
１
と
は
ど
う
い

う
状
況
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
自
分

に
ま
た
失
望
。 

天
気
図
が
理
解
で
き
な
い
の
は
、

地
図
が
読
め
な
い
の
と
同
じ
だ
と
思

う
と
、
天
気
図
の
勉
強
を
し
な
い
と

ま
ず
い
と
感
じ
る
。 

観
天
望
気
に
つ
い
て
は
、
シ
ベ
リ 

ア
気
団
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
気
団
、
揚
子

江
気
団
、
小
笠
原
気
団
に
つ
い
て
、

小
松
先
生
か
ら
も
追
加
説
明
し
て
頂

き
、
各
気
団
と
雲
の
発
生
と
の
関
系

が
よ
く
わ
か
っ
た
。 

雲
に
つ
い
て
は
、
観
天
望
気
の
大

事
な
手
掛
り
と
し
て
、
知
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。 

           

         

十
一
月
四
日
（
日
）
実
技
講
習 

 

実
技
講
習
は
貸
切
バ
ス
を
使
っ
て

赤
城
山
鈴
ヶ
岳
登
山
で
行
わ
れ
た
。 

あ
い
に
く
、
当
日
は
雲
ひ
と
つ
無
い

快
晴
に
恵
ま
れ
、「
『
天
気
の
見
方
』

講
座
の
実
技
、
『
観
天
望
気
』
空
を

見
上
げ
て
雲
に
つ
い
て
学
ぶ
」
、
に

は
残
念
な
天
候
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

十
時
頃
に
は
赤
城
山
総
合
観
光
案

内
所
前
で
バ
ス
を
降
り
る
。 

ト
イ
レ
、
恒
例
の
準
備
運
動
を
済 

ま
せ
、
鈴
ヶ
岳
登
山
口
に
向
か
っ
て
、

舗
装
道
路
沿
い
に
歩
道
を
歩
き
は
じ

め
た
。 

目
的
地
鈴
ヶ
岳
は
標
高

1
,
5
6
5

ｍ
、

新
坂
平
登
山
口
の
標
高
は
、1

,
4
2
0

ｍ
で
標
高
差1

4
5

ｍ
、
途
中
鍬
柄
山

の
登
り
降
り
が
あ
る
の
で
、
累
積
標

高
差
は4

0
2

ｍ
、
歩
行
距
離
五
Ｋ
ｍ

で
、
コ
ー
ス
タ
イ
ム
三
時
間
十
分
の 

往
路
復
路
同
一
の
行
程
で
あ
る
。 

 

出
発
時
点
の
天
候
は
、
雲
量
０
の

快
晴
、
風
力
一
、
気
温
五
度
と
言
っ

た
と
こ
ろ
。
気
持
の
い
い
、
ま
た
と

な
い
登
山
日
和
で
あ
る
。 

案
内
所
を
歩
き
出
し
て
す
ぐ
右
手

に
白
樺
牧
場
が
見
え
て
く
る
。 

緑
が
す
っ
か
り
無
く
な
っ
た
放
牧
場

が
広
々
と
広
が
り
、
そ
の
奥
手
の
山

裾
に
は
、
葉
が
す
っ
か
り
落
ち
て
し 

         

ま
っ
た
白
樺
林
の
幹
と
梢
の
列
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
て
、
そ
の
壮
観
さ

に
思
わ
ず
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
う
。 

 
 

歩
く
こ
と
、
２
，
３
分
で
、
白
樺

牧
場
の
外
れ
に
あ
る
新
坂
平
登
山
口

に
到
着
。
我
が
班
は
、
尾
手
先
生
、

水
谷
先
生
、
小
松
先
生
の
三
名
の
運 

営
委
員
と
男
性
三
名
、
女
性
二
名
の

計
五
名
班
員
の
総
員
八
名
で
十
時
二

十
分
、
登
山
口
を
出
発
す
る
。 

快
晴
の
秋
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
落

ち
葉
を
踏
み
し
め
て
順
調
に
進
ん
で

行
く
。
一
時
間
程
で
、
鍬
柄
山
に
到

着
。
鍬
柄
山
山
頂
は
展
望
が
開
け
て

お
り
、
さ
っ
そ
く
観
天
望
気
。
飛
行

機
雲
が
一
筋
あ
る
以
外
は
雲
は
ひ
と

つ
も
な
い
。
西
南
西
方
向
に
お
そ
ら

く
渋
川
で
あ
ろ
う
市
街
が
見
え
る
が
、

も
や
が
立
ち
込
め
て
い
る
。
高
気
圧

に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
大
気
の
動

き
が
な
い
た
め
で
あ
る
こ
と
を
、
小

松
先
生
が
教
え
て
く
れ
る
。 

鍬
柄
山
頂
か
ら
す
ぐ
に
急
な
下
り

と
な
り
、
鈴
ヶ
岳
へ
向
か
う
。 

水
谷
先
生
が
下
り
方
を
教
え
て
下
さ

っ
た
。
下
り
き
っ
て
、
鈴
ヶ
岳
へ
の

登
り
の
直
前
（
大
ダ
オ
）
で
小
休
止
。

尾
手
先
生
か
ら
大
福
餅
を
頂
い
た
。

目
の
前
に
は
鈴
ヶ
岳
山
頂
直
下
の
岩

場
が
控
え
て
い
る
が
、
こ
れ
で
元
気

が
出
る
。 

 

山
頂
直
前
の
岩
場
で
は
、
再
び
水

谷
先
生
に
登
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
な
が
ら
、
正
午
頃
に
は
鈴
ヶ
岳

山
頂
に
到
着
、
昼
食
と
な
っ
た
。 

天
候
が
良
い
と
気
分
が
良
い
せ
い

か
、
行
動
す
べ
て
に
余
裕
が
出
来
る
。

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
山
で
の
天
候

を
読
む
力
は
地
図
を
読
む
力
以
上
に

大
事
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
た
り
す

る
。 

         

昼
食
後
、
記
念
撮
影
を
終
え
帰
路

は
同
じ
道
を
戻
る
。
急
登
だ
っ
た
頂

上
直
下
の
岩
場
の
下
り
に
時
間
を
取

ら
れ
な
が
ら
も
順
調
に
帰
路
を
行
く
。 

 

帰
路
の
鍬
柄
山
で
の
観
天
望
気
で

は
、
西
南
西
、
東
北
東
の
空
に
卷
雲

が
出
始
め
、
西
南
西
に
は
飛
行
機
雲

も
確
認
さ
れ
た
が
、
心
な
し
か
く
っ

き
り
し
て
い
て
、
長
く
残
っ
て
い
た

様
に
思
う
。 

天
気
図
で
は
温
暖
前
線
が
接
近
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
昨
日
の
講
義
の

前
線
と
雲
の
図
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
雲

を
見
て
運
営
委
員
の
ど
の
先
生
も
、 

「
二
日
後
は
天
気
が
崩
れ
る
。
」
と

い
う
観
天
望
気
を
さ
れ
て
い
た
が
、

私
に
は
ま
だ
、
な
ぜ
二
日
後
な
の
か

が
わ
か
ら
な
い
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。 

赤
城
山
総
合
観
光
案
内
所
前
に
、

1
3

時3
0

分
頃
着
で
実
技
講
習
登
山

は
無
事
終
了
。
登
山
道
は
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
、
岩
場
、
鎖
場
と
変
化
に
富
ん

で
い
て
、
尾
手
先
生
、
水
谷
先
生
、

小
松
先
生
の
３
先
生
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
良
い
サ
ポ
ー
ト
と
、
ペ
ー

ス
配
分
絶
妙
の
班
長
、
頑
張
り
屋
の

班
員
に
恵
ま
れ
快
適
で
充
実
し
た
登

山
と
な
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
私
達
が
登
り
始
め
た

頃
、
中
国
河
北
（
か
ほ
く
）
省
の
万

里
の
長
城
で
は
、
大
雪
で
日
本
人
ツ

ア
ー
客
４
人
が
遭
難
し
、
救
出
作
業

が
行
わ
れ
て
い
た
。 

結
局
四
人
の
う
ち
三
人
の
方
が
凍

死
さ
れ
た
が
、
前
日
に
は
天
候
が
悪

化
す
る
の
が
わ
か
っ
て
い
て
、
当
日

の
朝
、
霧
雨
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
雪

が
降
っ
て
も
強
く
な
る
前
に
戻
れ
る
」

と
判
断
し
、
予
定
通
り
ツ
ア
ー
を
行

う
こ
と
を
添
乗
員
と
ガ
イ
ド
が
相
談

し
て
決
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
ガ
イ
ド
含
め
五
人
の
パ

ー
テ
ィ
で
、
一
人
用
の
簡
易
テ
ン
ト

一
つ
だ
け
し
か
用
意
し
な
か
っ
た
と

も
報
じ
ら
れ
て
、
さ
ら
に
残
念
な
の

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
三
名
の
方
と
も

初
心
者
で
は
な
く
、
六
千
ｍ
級
の
山

と
か
、
冬
山
の
経
験
を
さ
れ
た
方
も

い
ら
し
た
様
で
あ
る
。 
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人
は
間
違
い
を
犯
す
も
の
だ
と

良
く
言
わ
れ
る
が
、
霧
雨
を
見
て
中

止
し
て
い
れ
ば
と
か
、
全
員
が
簡
易

テ
ン
ト
を
持
っ
て
い
れ
ば
と
か
、
後

に
な
っ
て
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
も
、

現
場
で
は
ど
ん
な
に
経
験
を
積
ん
で

も
判
断
間
違
い
を
し
て
し
ま
う
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
？ 

快
晴
の
中
、
気
持
ち
良
く
行
っ
て

来
た
「
観
天
望
気
」
実
技
登
山
で
し

た
が
、
同
じ
日
に
気
象
遭
難
の
ニ
ュ

ー
ス
を
目
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え

さ
せ
ら
れ
る
講
習
と
な
り
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
、
二
日
後
の
新
坂
平
登

山
口
の
天
気
は
霧
雨
、
気
温
は
低
く

は
無
い
が
、
ガ
ス
が
か
か
り
見
通
し

は
十
ｍ
程
度
と
な
っ
た
模
様
。 

運
営
委
員
の
皆
さ
ん
、
受
講
生
の

皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
次
回
の
講
座
で
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

                   

登
山
学
校 

第
７
回 

「
総
合
学
習
登
山
」
を
受
講
し
て 

 
 

 

受
講
生 

島
田 

光
子 

記 

 
 

 

総
合
学
習
は
十
二
月
一
日
～
二
日

の
一
泊
二
日
の
山
行
で
、
山
域
は
西

上
州
の
鍬
柄
岳
と
荒
船
山
の
二
山
で

あ
る
。 

参
加
者
が
十
四
名
と
少
な
く
寂
し

い
が
晴
れ
の
天
気
の
中
、
大
型
観
光

バ
ス
は
北
浦
和
を
出
発
し
、
柳
瀬
川

駅
に
立
ち
寄
り
、
関
越
道
、
上
信
越

道
を
進
み
、
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
で
高

速
道
路
を
下
り
る
。
上
信
電
鉄
の
千

平
駅
近
く
で
下
車
し
、
登
山
開
始
で

あ
る
。
途
中
バ
ス
の
車
窓
か
ら
独
特

の
鍬
柄
岳
の
姿
が
見
え
る
。 

こ
ん
も
り
と
し
た
岩
山
で
ま
ば
ら

に
岩
の
間
に
木
々
が
茂
っ
て
い
る
。

小
さ
い
け
れ
ど
も
中
々
迫
力
の
あ
る

山
で
あ
る
。 

          

岩
稜
登
下
降
が
今
日
の
実
技
訓
練

の
よ
う
で
あ
る
。
下
仁
田
ね
ぎ
の
畑

の
間
を
進
み
、
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道

を
歩
き
、
登
山
道
に
入
る
。
阿
夫
利

神
社
を
経
て
短
い
ジ
グ
ザ
グ
し
た
山

道
を
登
る
と
岸
壁
が
見
え
て
く
る
。

鎖
が
続
い
て
い
る
が
、
先
に
登
っ
て

い
た
講
師
陣
が
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て

く
れ
て
い
る
。 

簡
易
ハ
ー
ネ
ス
の
つ
け
方
を
近
く

の
受
講
生
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
か

ら
始
め
る
。
安
全
環
付
き
カ
ラ
ビ
ナ

と
ス
リ
ン
グ
、
２
枚
の
カ
ラ
ビ
ナ
を

準
備
し
、
登
り
始
め
る
。
斜
め
上
に

ト
ラ
バ
ー
ス
を
始
め
る
が
２
枚
の
カ

ラ
ビ
ナ
の
必
要
性
を
忘
れ
て
い
て
一

緒
に
掛
け
替
え
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に

注
意
を
受
け
る
。 

一
つ
渡
し
て
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
。
日
和

田
山
で
岩
登
り
の
訓
練
を
し
て
い
る

の
で
、
岩
場
の
恐
怖
は
あ
ま
り
な
く
、 

         

         

上
部
の
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
様
の
岩
稜
も 

な
ん
の
そ
の
、
頂
上
に
た
ど
り
着
く
。

頂
上
は
三
六
〇
度
の
素
晴
ら
し
い
眺

望
で
あ
る
が
、
狭
い
の
で
長
居
は
せ

ず
に
下
山
。 

途
中
の
小
尾
根
で
昼
食
を
取
り
な

が
ら
、
ツ
ェ
ル
ト
使
用
の
体
験
を
す

る
。
私
も
二
、
三
人
用
ツ
ェ
ル
ト
に

入
り
、
暖
か
さ
を
実
感
す
る
。
宿
に

入
り
、
今
ま
で
学
習
し
て
き
た
内
容

の
復
習
を
各
講
師
か
ら
受
け
る
。 

運
動
生
理
の
水
谷
講
師
か
ら
は
両

足
開
き
、
両
腕
を
上
か
ら
大
き
く
回

す
、
し
こ
を
踏
む
よ
う
な
体
操
を
教

え
て
い
た
だ
き
実
践
し
て
い
る
。 

八
木
原
講
師
か
ら
は
ク
イ
ズ
形
式

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
地
図
読
み
講
座
を

講
習
し
て
い
た
だ
く
。
伊
藤
講
師
よ

り
テ
ー
ピ
ン
グ
を
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
く
。 

山
岳
遭
難
の
件
数
や
原
因
な
ど
も

教
え
て
い
た
だ
き
、
遭
難
者
の
半
数 

 
 

 

が
六
十
歳
以
上
の
登

山
者
と
い
う
こ
と
で
、

私
も
し
っ
か
り
注
意

し
よ
う
と
思
う
。 

     

     

 
 

 
 

    

二
日
目
は
姿
の
美
し
い
荒
船
山
で

あ
る
。
内
山
大
橋
よ
り
星
尾
峠
、
経

塚
山
に
登
り
、
艫
岩
を
経
て
内
山
峠

に
下
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
用
意
し
て

い
た
だ
い
た
地
図
に
は
地
図
読
み
の

た
め
の
番
号
が
ふ
っ
て
あ
る
。 

          

各
班
で
コ
ン
パ
ス
を
振
り
出
発

す
る
。
歩
き
な
が
ら
地
図
上
の
登
山

道
と
実
際
の
山
道
を
確
認
し
な
が
ら

進
む
。
登
り
進
む
と
積
雪
が
あ
り
、

星
尾
峠
で
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
、
お
陰

で
経
塚
山
の
急
な
登
り
下
り
も
不
安

な
く
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。 

平
坦
な
笹
尾
根
を
進
む
と
船
の
舳

先
の
よ
う
な
艫
岩
に
到
着
。
こ
こ
か

ら
の
眺
め
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
。

浅
間
山
、
北
ア
ル
プ
ス
、
草
津
白
根

な
ど
の
山
々
が
眺
望
で
き
た
。
ど
の

山
に
も
こ
れ
か
ら
登
る
か
ら
待
っ
て

い
て
ね
と
挨
拶
し
て
意
気
込
む
。
意 

 
 

気
込
み
つ
い
で
に
、
こ

わ
ご
わ
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
下
を
の
ぞ
い
て
み

る
と
や
は
り
直
角
以
下

の
絶
壁
で
あ
る
。
真
下

ま
で
は
見
る
こ
と
が
で

き
ず
。
不
幸
な
事
故
に

遭
わ
れ
た
同
じ
町
内
の

漫
画
家
を
し
ば
し
偲
ぶ
。 

艫
岩
か
ら
の
下
山
道
で
は
、
苦
手

な
下
山
を
克
服
す
べ
く
、
足
を
逆
ハ

の
字
に
開
き
、
つ
ま
先
か
ら
足
の
裏

全
体
で
着
地
す
る
よ
う
に
練
習
し
な

が
ら
無
事
下
山
す
る
。
靴
を
洗
う
た

め
の
水
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
、

泥
だ
ら
け
の
靴
を
洗
う
こ
と
が
で
き
、

気
持
ち
良
く
バ
ス
に
乗
り
込
む
こ
と

が
で
き
た
。
講
師
の
皆
様
、
受
講
生

の
仲
間
達
楽
し
い
山
行
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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    市街地の上に雲が 
 

白樺牧場で鍬柄山を後ろに 
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第 17 期 登山学校 

 

第７回講座 

「総合学習登山」 

 

１２月１日～２日 

   （１泊２日） 

西上州・鍬柄岳 

荒船山 

参加者 ２４名 

  

 

 

 独特の鍬柄岳と岩壁 

 

    岩壁のトラバース 

 

  鍬柄岳山頂で 

 

 ツエルト使用体験して 

 

 

テーピング講習 

 

       経塚山で 

 

荒船山・艫岩で全員で記念撮影 

 

 山頂で 受講生スナップ 



第１６６号    ２０１１年 １月１５日（土）発行          埼 玉 労 山       （ 1 ）   

 

第１７５号      ２０１２年   １月  ７日（土）発行            埼  玉  労  山       （ １ ）  

 

 

 

岩
登
り
ネ
ッ
ト
活
動
報
告 

月
日
：
１
１
月
２
５
日
（
日
） 

場
所
：
日
和
田
ゲ
レ
ン
デ 

参
加
：
合
計 

１
５
名 

 

訓
練
内
容 

 
 

A
M

…
子
供
岩
で
ホ
ー
ル
ド
・
ス
タ
ン

ス
の
説
明
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、 

懸
垂
下
降
の
練
習
。 

P
M

…
男
岩
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。 

簡
単
な
所
は
壁
様
に
な
っ
て
い

て
す
こ
し
難
し
い
所
を
２
本
、

懸
垂
下
降
。 

 

【
参
加
感
想
】 

朝
か
ら
い
い
天
気
で
風
も
無
く
、

１
１
月
末
に
し
て
は
暖
か
く
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
日
和
！
。 

 

私
自
身
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム

に
１
回
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
実

際
に
野
外
で
岩
に
取
り
付
く
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
は
初
め
て
。 

駅
か
ら
少
し
歩
き
、
日
和
田
の
ゲ

レ
ン
デ
が
近
く
な
る
と
人
の
姿
は
見

え
な
い
が
、
活
気
の
あ
る
声
が
耳
に

入
る
。 

や
が
て
、
木
の
間
か
ら
「
ば
～
ん
」

と
岩
が
顔
を
出
す
。
大
き
な
岩
に
は

ロ
ー
プ
が
暖
簾
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち

で
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
日
和
田
の

岩
は
本
で
見
た
こ
と
は
あ
る
が
、
実

際
み
た
ら
、
結
構
高
い
。 

子
供
岩
で
岩
の
持
ち
方
や
足
の
置

き
方
な
ど
教
え
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
る
が
、
子

供
岩
は
低
く
取
り
付
き
や
す
い
の
で

楽
し
か
っ
た
。
懸
垂
下
降
も
や
っ
て

み
た
。 

 

ハ
ー
ネ
ス
に
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
で
ロ

ー
プ
を
結
び
、
岩
を
登
る
こ
と
は
出

来
る
が
、
一
連
の
動
作
の
前
に
、
テ

ン
シ
ョ
ン
を
か
け
ビ
レ
イ
の
安
全
を

確
か
め
た
り
、
下
り
て
き
た
あ
と
確

保
者
に
『
ビ
レ
イ
解
除
』
と
言
う
の

を
つ
い
つ
い
忘
れ
て
し
ま
う
。
も
っ

と
、
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う
に
何

度
も
練
習
が
必
要
と
感
じ
る
。 

午
後
の
男
岩
は
午
前
中
の
子
供
岩

と
違
い
か
な
り
高
度
感
が
あ
る
。 

こ
の
岩
で
、
少
し
前
に
流
血
事
故
が

あ
っ
た
と
聞
き
、
少
し
怖
く
な
っ
た
。 

 
 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
慎
重
に
や
ろ
う
と

考
え
る
。
登
る
の
に
少
々
時
間
も
か

か
る
し
人
数
も
い
た
の
で
、
２
本
登

っ
た
く
ら
い
で
時
間
切
れ
と
な
る
。

残
念
。
比
較
的
簡
単
な
と
こ
ろ
と
、

少
々
難
し
い
壁
様
の
と
こ
ろ
を
登
っ

た
。 そ

の
後
の
懸
垂
下
降
は
、
最
後
の

私
ま
で
は
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
で
回
っ

て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
次
回
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。
今
日
教
え
て
い
た
だ

い
た
事
は
、
メ
モ
を
と
っ
て
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
。 

 

確
保
も
ず
っ
と
お
願
い
し
た
ま
ま

で
申
し
訳
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ス
タ

ー
し
て
交
代
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ

と
も
必
要
だ
と
感
じ
た
。
ま
ず
は
、

確
保
用
の
グ
ロ
ー
ブ
を
用
意
し
な
け

れ
ば
。 

 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
楽
し
い
の
だ
け

れ
ど
、
高
い
所
に
登
る
の
で
、
危
険

も
か
な
り
あ
る
。
油
断
と
慣
れ
に
は

気
を
つ
け
て
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
。 

 

新
座
山
の
会 

中
谷
み
ゆ
き 

記 

 
 

 
 

 

                          

                                        

                                        

                                       

＠
救
助
隊 

雪
上
訓
練
報
告 

【
机
上
学
習
】 

期
日 

１
２
月
３
日
（
月
） 

 

場
所 

浦
和
パ
ル
コ 

１
０
階 

第
７
集
会
室 

参
加 

徳
重
・
小
島
・
木
阪
・
久
保
・
谷
脇
・
水
谷
・
武
笠
・
長
谷
川 

 

（
８
名
） 

＊
机
上
学
習
内
容 

冬
富
士
訓
練 

「
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
安
全
に
登
る
」 

①
ス
タ
カ
ッ
ト
確
保
技
術 

雪
上
で
尺
取
り
虫
の
要
領
で
一
人
づ
つ
歩
き
、
他
は
確
保
を
す

る 

②
コ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ン
ス 

余
分
な
ロ
ー
プ
を
輪
（5

巻
位
）
に
し
て
手
に
持
ち
、
同
時
に

歩
く 

③
タ
イ
ト
ロ
ー
プ 

ロ
ー
プ
の
伸
び
る
特
性
を
利
用
し
て
衝
撃
を
緩
衝
さ
せ
、
落
下

を
止
め
る
。
ロ
ー
プ
間
隔
は
２
０
ｍ
以
上 

 

【
実
技
訓
練
】 

期
日 

１
２
月
８
日
（
土
）
～
９
日
（
日
） 

 

場
所 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン 

＊
天
候
が
悪
く
、
訓
練
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局 

長
谷
川
貞
子 
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１２月～３月の県連活動計画 

12/ 1～2  登山学校｢総合登山講座｣ 24 名 

       西上州・鍬柄山～荒船山 

12/ 3     救助隊雪上搬出技術学習会 

12/ 5     三役会議 

12/ 8     救助隊雪上搬出訓練(中止) 

12/21     第 10 回理事会 

12/24     岩ネット 

（25 年） 

 1/ 9     三役会議 

1/17     西部ブロック会議、南部（1/18） 

 1/19.20  登山学校｢雪山入門講座｣那須岳 

 1/21     女性委員会 

1/22     救助隊新年会 

1/27     遭難防止・安全教育担当者会議 

      第２回評議会 

1/30     第 11 回理事会 

ハイキング委員会 

2/ 2    登山学校閉校式 

2/ 4     救助隊第６回役員会 

2/16～17 全国総会 

2/24     南・西部ブロック 

玉原スノーシュー交流ハイク 

2/17     地図読み（初級）実技講座 

2/23～24 関ブロ救助隊深雪搬出訓練 

2/29    第 12 回理事会 （事務所） 

       ハイキング委員会 

3/ 3     地図読み（中級）実技講座 

山スキーネット 

 3/18     雪山ネット打ち合わせ 

 3/24     第４６期埼玉県連総会 

（浦和コミュニティセンター）

第 13 集会室  

3/30～31 雪山ネット「雪山初級・テント泊」 

             黒姫山 

 

  4/15     雪山ネット打ち合わせ 

4/20～21 雪山ネット「雪山中級・雪洞泊」 

上越日泊山又は越後八海山 

 

 

 

2013 年 県連山スキー交流山行のお知らせ 

期 日  ２０１３年３月３日（日） 

山 域  未定 （安達太良山？）   

  主 催  埼玉県勤労者山岳連盟・山スキーネット 

＊詳細は次号でお知らせします。 

【申し込み・問い合わせ】   

熊谷トレッキング同人 宮田幸男 

      携帯    090-2721-0949 （午後８時以降） 

            E-mail   miyatan182@leaf.ocn.ne.jp 

mailto:miyatan182@leaf.ocn.ne.jp
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 理
事
会
報
告 

第1
0

回
理
事
会
が1

2

月2
1

日(

水)

さ
い
た
ま
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で

1
1

名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

＊
全
国
連
盟
活
動 

・1
1
/
2
7
 

新
特
別
基
金
運
営
委
員
会

2
3

件
審
査
、
交
付
。
埼
玉
県
は
交

付
な
し
。
理
事
長
出
席 

次
回

1
2
/
2
5
 

＊
県
連
全
体
活
動 

・
県
連
評
議
会

1
/
2
7
 

印
刷

1
/
2
6

パ
ル
コP

M
 

【
事
務
局
】 

・
カ
レ
ン
ダ
ー
申
込
み
状
況
報
告 

・
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者
会

議
、
評
議
会
案
内
送
付 

【
財
政
】
カ
レ
ン
ダ
ー2

5
0

部
完
売 

・
連
盟
費
全
期
未
納
「
中
部
Ｂ
二
団

体
」 

 

【
機
関
紙
】1

8
3

号
編
集
中 

【
組
織
】 

・
地
方
連
盟
調
査
票
、
加
盟
団
体
調

査
表
（
労
山
シ
ス
テ
ム
用
）
未
提

出
団
体
へ
提
出
を
再
依
頼
中 

・
組
織
実
態
調
査
の
集
約 

再
度
メ

ー
ル
を
し
て
集
約
予
定 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

 
 

・
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対

す
る
活
動
報
告
・
県
連
の
取
組
み
、

活
動
予
定
」
の
掲
示
場
所
を
変
更
。 

・
専
門
委
員
会
・
全
国
連
盟
を
ダ
ブ

ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
専
門
委
員
会

の
真
下
に
移
動
掲
示
さ
せ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
女
性
】1

/
2
1
 

女
性
委
員
会 

 

・
今
年
度
の
反
省
と
来
年
度
の
予
定 

・12
/
1
9

東
日
本
交
流
集
会
反
省
会 

 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】 

「
地
図
読
み
講
習
会
」 

①
第
一
回
（
初
級
）2

/
1
7

（
日
） 

②
第
二
回
（
中
級
）3

/
3

（
日
） 

定
員
と
な
り
締
め
切
り
ま
し
た
。 

 
 

・
次
回
委
員
会 

1
/
3
0
 

 

【
自
然
保
護
】 

・
放
射
線
測
定
：
大
菩
薩
峠
、
奥
多

摩
・
浅
間
尾
根
～
浅
間
嶺
実
施
。 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】 

・1
/
2
7
 

担
当
者
会
議 

・
安
全
登
山
講
演
会 

登
山
時
報
２

月
号
掲
載
さ
れ
る
。 

【
救
助
隊
】 

・1
2
/
3
 

雪
上
搬
出
技
術
机
上
学
習 

浦
和
パ
ル
コ

1
0
F
1
9
:
3
0
-
2
1
:
0
0
 

８
名 

・1
2
/
8

～9

「
実
技
」
富
士
山
予
定
、 

天
候
が
悪
い
為
、
中
止
。 

【
登
山
学
校
】1

1
/
2
8
 

1
/
1
1
 

 

・
第
７
回
講
座
「
総
合
学
習
登
山
」

1
2
/
1

鍬
柄
岳
、1

2
/
2

荒
船
山 

受
講
者1

3

名
、
運
営
委
員1

1

名 

計2
4

名 

・
第
８
回
講
座
「
雪
山
入
門
」 

1
/
1
9

～1
/
2
0

「
那
須
岳
」 

 

・
第
８
回
講
座
「
雪
山
入
門
」 

1
/
1
9

机
上
（
カ
ル
タ
ス
ホ
ー
ル
）
、

1
/
2
0

実
技
「
那
須
岳
」 

 

・2
/
2
 

登
山
学
校
閉
校
式 

【
岩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・1
1
/
2
5

）
日
和
田R

C
T
 

参
加
者
：1

4

名
（(

浦
和

2

名
、

所
ハ
イ4

名
、
新
座
山
の
会5

名
、

飯
能2

名
、
わ
ら
び1

名)
 

＊
次
回 

1
/
2
6
 

日
和
田
山 

【
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
】 

・3
/
3

場
所
：
未
定
（
熊
ト
レ
宮
田
） 

  

【
雪
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・3
/
3
0

～3
1

「
雪
山
初
級
テ
ン
ト
泊
」 

 

黒
姫
山 

 

 
 

計
画
準
備
会3

/
1
8
 

パ
ル
コ9

階 

・4
/
2
0

～2
1

「
雪
山
中
級
・
雪
洞
泊
」 

上
越
日
泊
山
又
は
越
後
八
海
山 

計
画
準
備
会4

/
1
5
 

パ
ル
コ9

階 

 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
部
…1

2
/
1
3
 
 
1
/
1
7
 

会
議 

・1
1
/
1
8
 

高
麗
川
河
原
・
鍋
交
流 

 
8

団
体8

4

名
参
加 

・2
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県連機関紙「埼玉労山」 

原稿募集中 

 県連に加盟する各山岳会を順番に

紹介する「会紹介・会の動き」の原

稿を募集しています。加盟している

会の特徴やユニークな会活動、また

最近の会山行記録等  何でも結構

です。また、特集として「わが会得

意な山料理・鍋」、「故郷の山、里

山」、また、「新年の冬山合宿、雪

山山行記録」も随時募集中です。 

機関紙委員会   澤藤  

sawahuzi1040yamato@hotmail. 

co.jp 

 

【編集後記】 

新年を迎えてから早くも一ヶ月が過ぎようとし、暦上では大寒からもうすぐ立春を迎えます。 

この正月は年末からの寒波の到来により厳しい寒さが続き、日本海側では例年にない大雪に見舞

われました。その為か、新年早々には冬山登山での遭難事故が相次ぎ、安全登山が叫ばれている

中でも事故は繰り返されています。天候の急変とは言え、冬山登山を計画するにあたっては、周

到な準備と安全登山に心がけ、事故のないように注意していきたいものです。 

さて、今年まだ初詣されていない方もいるかと思いますが、今年の全国各地の初詣や初日も様々

で、テレビでは富士山山頂上空とスカイツリー展望台からの中継がありましたが、雲の隙間から

かろうじて初日のご来光を仰ぎ見る事が出来たようで、関係者も含めて皆感激していたようです。 

また“ゆく年、くる年”では今だに避難生活を余儀なくされている東日本大震災や福島原発事故

による多くの被災者の皆さんが、新たな年を迎えて真剣に祈る初詣姿が切なく、２年目の正月を

迎えてもいっこうにはかどらない復興支援がもどかしく、一日でも早く被災者の皆さんが安心し

て生活が出来るように、新たな安倍政権には率先して災害支援の為の予算の施行等に努力してほ

しいと願っています。 

 この正月は仕事やら持病の結石による腰痛で、山らしき山にも行けず、久しぶりにしんしんと

降る雪をみて外に出て小犬のように喜んでいた自分が滑稽でもあり、いつも職場の屋上にあがり

朝日に輝く雪の山々を眺めたり、夕方には富士に沈む夕日を眺めるのが日課となり唯一の楽しに

なりました。インフルエンザが猛威をふるい、花粉症の方にもつらい季節でもありますが、健康

には十分に注意されて、寒さに負けず元気にハイキングや登山を楽しみましょう。（澤） 

 

 

 

 


